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協
働
と
交
流
は
ぐ
く
む

　

市
内
で
は
、
地
域
課
題
に
取
り
組

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
市
民

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
行
政
の
手
の
届

か
な
い
、
き
め
細
や
か
な
公
共
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
発
化
さ
せ
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。

　

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
は

財
政
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て

い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
は
昨
年
度
、「
つ
な
が
り
ひ
ろ
が

る
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
」
を
新

設
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
追
加
募
集
を
含
め
、
こ

の
補
助
金
を
活
用
し
た
の
は
57
団
体

で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
じ

た
地
域
交
流
、
食
育
の
取
り
組
み
、

環
境
保
全
、防
犯
活
動
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
5
月
末
現
在
で
、
49
団

体
、
総
額
３
６
４
万
３
、０
０
０
円

の
交
付
が
決
ま
り
ま
し
た
。
市
民
の

力
に
よ
る
活
動
が
、
市
民
を
結
び
つ

け
、
さ
ら
に
協
働
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

豊
科
高
家
に
あ
る
託
児
所

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
ル
ー
ム

育（
そ
だ
ち
）」は
、
今
回
の
補
助
金

を
活
用
し
て
「
親
子
あ
そ
び
塾 

菜

園
，ｓ 

キ
ッ
ズ
」を
主
催
し
ま
す
。こ

の
事
業
で
は
、乳
幼
児
か
ら
小
学
校

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
畑
作
り
か
ら
収
穫
ま

で
を
体
験
す
る
野
菜
づ
く
り
や
、
地

域
を
散
策
し
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
屋
外
を
中
心
に
親
子
で
楽

し
む
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
「
今
は
買
え
ば
何
で
も
手
に
入
る

時
代
。
自
分
で
作
っ
た
野
菜
を
食
べ

た
り
屋
外
で
思
い
切
り
体
を
動
か
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
何
か
新
し
い
発

見
が
で
き
る
の
で
は
」
と
話
す
の
は
、

同
所
ホ
ー
ム
長
の
赤
羽
民
子
さ
ん
。「
自

然
に
恵
ま
れ
た
今
の
環
境
を
生
か
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
ん
な
経
験

が
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
な
い
か
、

と
常
々
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
補

助
金
の
話
を
聞
き
、
そ
の
思
い
を
よ

う
や
く
実
現
で
き
る
、
と
申
請
を
決

め
ま
し
た
」
と
い
い
ま
す
。
今
回
の

事
業
で
は
、
畑
を
提
供
し
て
も
ら
っ

た
り
、
畝
作
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ

た
り
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
協

力
を
得
て
い
ま
す
。
赤
羽
さ
ん
は
「
地

元
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
り
上
げ
る

活
動
に
し
て
い
け
れ
ば
」
と
、
そ
の

意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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合
併
に
よ
り
地
域
規
模
が
拡
大

し
た
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
さ
ら
に
活
発

化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

三
郷
郷
土
研
究
会
は
、
三
郷
村
誌

編
纂さ
ん

委
員
会
の
委
員
が
中
心
と
な
り
、

昨
年
か
ら
積
極
的
な
活
動
を
展
開
。

65
人
の
会
員
が
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
三
郷
の
自
然
と
歴
史
・
文

化
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
補
助
金
で
資
金
面
を
補
い
、

活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。「
村
誌
を
作
っ
て
終
わ
り
と
い

う
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
も
と
に
自

分
た
ち
の
力
で
確
か
め
、
深
め
て
い

き
た
い
」
と
話
す
の
は
、
同
会
代
表

の
宮
澤
正
昭
さ
ん
。

　
「
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
を
知

る
こ
と
は
、
地
域
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
」
と
考
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
研
究
自
体
は
一
人
で

も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。し
か
し
、

仲
間
と
そ
の
場
を
共
有
し
、
地
域
の

魅
力
を
確
か
め
合
う
こ
と
は
喜
び
を

分
か
ち
合
う
こ
と
に
も
な
る
」
と
語

り
ま
す
。

　

地
域
の
豊
か
さ
を
確
認
し
、
住
民

を
結
び
つ
け
る
活
動
が
、
さ
ら
に
深

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

3

ニューエントリー＆バージョンアップ !

もっと、つながりひろがる
協働のまちづくりを推進するため、昨年から実施している「つながりひ
ろがる地域づくり事業」。本年度は 5 月末現在で 49 団体の交付が決まり
ました。この制度の概要と各団体の取り組みを紹介します。

三郷郷土研究会 代表者

宮澤 正昭さん（三郷明盛）

49
団
体
が
取
り
組
み
ま
す

　
本
年
度
の
取
り
組
み
を
分
野

別
に
み
る
と
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
が
19
件
と
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
地
域
づ
く
り
が

11
件
、
福
祉
・
健
康
が
９
件
、

環
境
が
６
件
、
教
育
が
３
件
、

国
際
交
流
が
１
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
地
域
別
に
み
る
と
、
豊
科
で

18
件
、
穂
高
で
５
件
、
三
郷
で

７
件
、
堀
金
で
７
件
、
明
科
で

12
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
規
事
業
は
34
件
で
、
規
模

を
拡
大
す
る
な
ど
の
目
的
で
、

昨
年
か
ら
の
継
続
事
業
と
な
る

の
は
15
件
で
す
。

　
各
団
体
の
活
動
は
、
本
年
度

中
に
行
わ
れ
、
来
年
2
月
こ
ろ

に
は
、
広
く
市
民
に
公
開
す
る

事
業
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
発
表
会
は
、
地
域
課
題

を
市
民
の
間
で
共
有
化
さ
せ
る

こ
と
や
、
各
活
動
を
多
く
の
市

民
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
説
明

責
任
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
も
大

き
な
狙
い
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
各
団
体
の
活
動

に
、
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

親子あそび塾  菜
サ イ エ ン ス

園 ’Ｓキッズ事業 代表者

赤羽 民子さん（豊科南穂高）

追加募集

まだ、間に合います
　今年４月に行った第１次募集の交
付決定額が、予算額に対して余裕が
あるため、追加募集を行うことにな
りました。
　この補助の活用を希望する団体は、
7月31日（木）までに応募してください。
　募集要領や申請書は、各総合支所
地域支援課まちづくり推進係窓口の
ほか、市ホームページにも掲載して
ありますのでご利用ください。
問各総合支所地域支援課まちづくり 
　推進係またはまちづくり推進課
　（ 71・2000 72・1223）

広報あづみの　2008.6.18

自
然
の
中
で
こ
そ
で
き
る
体
験
を
親
子
で

地
域
の
魅
力
、
確
か
め
合
う
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つながりひろがる地域づくり事業 49 団体紹介
もっと、つながりひろがる特集

豊科地域

穂高地域

事業名 申請団体名 事業概要 補助金申請額

1 真々部区史編纂及び地区
宝探し 真々部区 郷土の歴史と伝統文化・伝統芸能を継承していくため、区史編纂、地区歴史の目

録作り、区民のマップウォーキング、真々部小唄の CD 化を行う。・印刷費 10万円

2 づく出せ一花咲かせ会 づく出せ一花咲かせ
隊

中高年者の料理講習を通じ、交流を深め区の活性化に資するため、｢物づく
り」「食の文化祭・講演会」を通し、他団体との交流を進める。・原材料費 10万円

3 第 2 回安曇野いけばな展 安曇野いけばな協会 資格や流派にこだわらず市内外から広く参加をいただき、芸術文化の香る地域づ
くりを進める。日本の伝統文化をとおし世代間の交流を図る。・会場費、印刷費 10万円

4 食の伝統文化こども教室 豊科農村女性学習
会

昔から作り続けてきた伝統食や食文化を次世代を担うこども達に伝える。児童館との連携も図りな
がら「食文化の歴史」、「安心 ･ 安全な食品」、「自給自足」、｢地域の伝統食」等の学習。・原材料費 6万4,000円

5 安曇野流すてきな暮らし 安曇野流すてきな
暮らし実行委員会

地元食材や郷土食を題材にベテラン主婦料理講習、子育てサークル・児童館への出前講座、
食と農講演会、他のサークルとの実習交流等を実施する。幅広い市民間交流を実現。・材料費 10万円

6 ふるさとウォッチング in
安曇野

信州ふるさとづくり
応援団安曇野支部

身近な地域の資源と歴史・文化を歩いて学ぶ「ふるさとウォッチング」を３回実施。多くの市民参加
により世代を超えた交流を深め、地域を再認識することで市民主体の地域作りにつなげたい。・印刷費 5万7,000円

7 あずみ野子ども劇場
地域交流公演 あずみ野子ども劇場 プロによる児童演劇の公演を通じ、運営体験やワークショップにより子ども達を主役に年齢 ･ 地

域を越えた交流を深める。劇団員、親子間、観劇者を含む幅広いふれあいの機会とする。・上演料 10万円

8 吉野子育てサークル
「ひよキッズ」 吉野ひよキッズの会 乳幼児を持つ親子が集い、情報交換や親子・地域住民とのふれあい交流を進める。

安心・安全な子育て環境について他地域のサークルとの交流会を企画・実施する。 2万円

9 年末の「注連飾り」製作
を通じた地域交流事業 本村勤労者協議会 伝統の文化と技術の継承を図り、製作を通して会員相互の交流と、地域住民、世代間交流を進めるこ

とで地域の連帯感と活性化を実現する。一人暮らし高齢者宅へ取りつけサポートを実施。・原材料費 8万5,000円

10 2008.Azumino.
光のページェント

Azumino. 光のペー
ジェント実行委員会

地域を越えて市内の子ども達や若者を中心にした市民ボランティアによるイルミネーション飾
りで市民に夢を与える。エコロジー点灯、フォトコンテスト、助け合い募金の実施。・材料費 10万円

11 安曇野の里納涼祭り 安曇野の里納涼祭
り実行委員会

地域の活性化・連帯感と伝統文化の伝承を目的に、地域をあげて昔ながらの盆踊り、花火大会を実施
する。手作りの灯篭流しや盆提灯の製作を通し、希薄になっている世代間の交流を深める。・材料費 10万円

12 菜園＇Ｓキッズ 創　生活環境運営チャ
イルドケアルーム「育」

地域にある施設、資源を使って、自然や土に親しみ、親子がふれあい、地域住民との
交流を図る。燻製づくり、野菜づくり、安曇野再発見親子ウォーキング。・原材料費 9万1,000円

13 安曇野の田んぼの楽校 豊かな学校給食を
考える会

安曇野の伝統文化、人の関わりを感じ食と農に関心を深める。小学生を中心に定植から収
穫までの農業体験。田畑の生き物調べ。耕作放棄地を利用しひまわり油絞り。給食まつり。 10万円

14 てらどこふれあい文庫 てらどこふれあい
文庫実行委員会

各家庭にある不要本の寄贈を呼びかけ、公民館内に文庫コーナーを設置し、地域の子ども達や親
子に開放する。子ども達の読書意欲の向上を図り、世代間交流を進める。・備品費、図書購入費 5万円

15 高齢者健康づくり、世代
間交流の場づくり事業

新屋健康マージャ
ン推進隊

家に閉じこもりがちな主に男性高齢者を対象に“賭けない、吸わない、飲まない”を基本スタイル
にした健康マージャンを通して、高齢者の健康づくりと地域の世代間交流を進める。・備品購入費 4万6,000円

16 寺所いきいきサロン 寺所地区社会福祉
協議会

高齢者が社会とつながりを持ちながら、心身ともに健康で活き活きと過ごすため
の手助けをする。各種教室・講習会、ウォーキングなどを月例で実施。・材料費 10万円

17 親子いきいき交流事業 母子寡婦福祉会 親と子が楽しく横のつながりと交流を深める中で、一人二役の母（父）親の苦労、それを分か
ち合う子どもの苦労を仲間で語らい、情報交換や悩みの解消を実現する。いきいき講座。・謝礼 1万8,000円

18 地域の伝統文化である祭囃
子の存続と次世代への継承 真々部祭囃子保存会 郷土に伝わる芸能文化を未来へ向け伝承するために、地域の若者を対象に、指

導練習を月例で実施し、併せてルーツの調査研究を行い後世へ残す。・備品費 4万5,000円

事業名 申請団体名 事業概要 補助金申請額

19 少年少女絵画教室「ふるさと安曇野を描こう！」
髙橋節郎賞少年少女安曇野の風景画展

安曇野髙橋節郎記
念美術館友の会

市内小中学生を対象に絵画講習を実施し助言を受けながら風景画を制作。「少年少女安曇
野の風景画展」を開催し、高橋節郎賞ほか審査を行う。・報償費、消耗品、印刷製本費 6万6,000円

20 第 29 回
あづみ野菊花品評会 あづみ野秋香会 菊の愛好者の栽培技術を磨くと共に初心者指導に重点をおき、菊栽培の楽

しさを理解してもらう。・施設費、運搬費、報償費 10万円

21 猪鹿牧の歴史・自然と生
活を記録する事業

猪鹿牧の歴史・文化
と生活を考える会

猪鹿牧の歴史・自然と生活を調査し、地図上に記録し、この地域をよく理解する
ことにより、情報を共有し地域の活性化を目指す。・原材料費、消耗品費 10万円

22 日常役立つ法知識の定着、
向上支援事業 安曇野 Y.M.O 「権利と義務」、「契約」、「犯罪になりうる行為」、「トラブルにまきこまれない知識」等、日常

直面する法に関する基礎的知識の普及、啓発事業を実施。・謝礼、借上料、備品購入費 10万円

23 安曇野吹奏楽団演奏事業 安曇野吹奏楽団 ボランティア演奏、企画演奏、依頼演奏、安曇野市内各種音楽団との交流等
演奏活動を通じ人間性、音楽性の向上を図る。・謝礼、借上料、備品購入費 10万円

三郷地域

堀金地域

明科地域

事業名 申請団体名 事業概要 補助金申請額

24 山車新調記念お祭り作品展 野沢地区お祭り作
品展実行委員会

お祭りに関わる絵画、書、絵手紙、写真、随筆、詩、短歌、俳句などを区民から募集、
展示し、子どもを対象とした絵画、絵手紙教室を開催。・事務消耗品費等 8万円

25 七日市場の歴史を学ぶ 七日市場の歴史を
学ぶ会

祖先の歩いた跡を学ぶことを通して、自分たちの足元を見つめ直し、今を正しく理解し、未来に明るい希望と勇気がもてるように
したい。さらには、活動を通して、会員の親睦と地域連帯感を深めていきたい。 ・事務消耗品費、謝礼、印刷製本費、借上料等 6万円

26 三郷の郷土研究 三郷郷土研究会 三郷の自然と歴史を研究し、郷土の文化の向上に寄与するとともに、活動を通し
て、会員の親睦と地域連携を深める。・通信費、謝礼、印刷製本費、借上料等 10万円

27 遊休農地に花を咲かせ実
を採る事業 黒沢自由塾 遊休農地の活用と景観 ( 環境 ) 保全のために実験的な取り組み ( 試み ) を行い、市民の憩いの

場所と若い農業者に夢と希望が描ける交流の場を提供する。・事務消耗品、通信費、謝礼等 10万円

28 おひさまキッチン出張教室 おひさまキッチン
出張教室

地域の旬の食材を活用した託児所つきの親子料理教室の開催。料理を学び
たい市民に、その機会と場所を提供し情報交換を行う。・謝礼 10万円

29 熟年期の生きがいづくり 安曇野地域住民ネットワーク
福祉グループ「茶飲み友だち」

熟年期が生きがいのある充実した時期であることを目指して、講演会、座談会、映画会、茶話会等を企画・実践し、
会員相互の親睦と連携を深め、また広く、参加を呼びかけ地域での仲間づくりを推進させる。・謝礼、原材料費等 3万6,000円

30 あづみ野音声パソコン教室 あづみ野音声パソ
コン教室

視覚障害の方が日常生活を豊かに過ごせるように、音声パソコンの習得だけでなく、読書器「プレイストーク」
・体力づくり・化粧・料理・白杖の歩行や靴の選定・携帯電話の使い方等の各種講習会の開設。・謝礼等 10万円

事業名 申請団体名 事業概要 補助金申請額

31 臼井吉見を顕彰し広く知らしめ
るための講演会と会報の発行

臼井吉見文学館
友の会

“安曇野”という響きの良い呼び方を小説により全国に知らしめた、臼井吉見を慕い顕彰し、
文化活動と会員のみならず広範囲に交流、啓発を図る。・講師謝礼、会報発行 10万円

32 小田多井囲碁同好会 小田多井囲碁同好会 囲碁の健全な発展、普及振興に寄与し、会員相互の親睦を図るとともに、
地域の交流の輪を広げる。・基盤、囲碁セット、囲碁対局ソフトの購入 3万6,000円

33“堰とのふれあい” 小田多井水利管理
委員会

生活の源である“水”の歴史を学び、参画による「堰の保全」活動により区民の交流
を図るとともに安曇野の環境美化を目的とする。・印刷代、編集指導、筆耕代 10万円

34 親子でのびのび運動
あそび教室

安曇野総合型地域スポーツ
クラブ　スポネット常念

運動が苦手な子どもでも楽しめるような「運動あそび」を体験させ、スポーツにつながる「動きのもと」
を身に付けさせ「爽やかな笑顔でつながる安曇野のまちづくり」を目指します。・指導者謝金、旅費 2万3,000円

35 小田多井花街道 小田多井花街道の会 区民の共同活動を通じ、地域に花を定植し、育てることにより良好な景観と環
境を形成することを目的とする。・花代、用土代 4万5,000円

36 安曇野堀金「れんげの里」
づくりプロジェクト

安曇野堀金「れんげの里」
づくりプロジェクトチーム

遊休農地の利活用を図る上で有効と思われる「れんげ」を地域に復活させ安曇
野堀金地域の魅力向上につなげる。・種代、用地整備 8万8,000円

37 伝統行事「道祖神祭りと
甘酒の会」の復活 下村南常会 道祖神祭りを通じて、地域の交流と世代間交流を行い、住民の相互理解と絆を強

くすることにより、地域の支えあいを構築し生活と和平を目指す。・幟布、筆耕代 9万円

事業名 申請団体名 事業概要 補助金申請額

38 インターバル速歩の実践
講習会およびお話音楽会

宮中区地区社協福
祉推進委員会

高齢者の健康維持・予防医療のため、インターバル速歩の実践を学ぶ。童謡
や唱歌などお話音楽会を開催する。・講師謝礼、案内チラシ印刷代等 6万4,000円

39 御宝田マレットゴルフ場
環境整備事業

御宝田マレットゴル
フクラブ

地域住民が手づくりでコースを整備するとともに、コース内の花壇に芝桜
を植える。・備品購入、花の苗 5万円

40 蜂ケ沢マレットゴルフ場
環境整備事業

荻原マレットゴル
フクラブ

地域住民が維持管理している蜂ケ沢マレットゴルフ場の環境整備を行い、憩いと
交流の場を創出する。・コース案内板 8万6,000円

41 明科龍神太鼓継承事業 明科龍神太鼓 演奏環境の整備充実を図り、中学生を対象にした講座を開設するとともに、
他団体との交流を深める。・備品購入 10万円

42 白鳥等冬の渡り鳥の生息
環境整備と観察指導事業 御宝田白鳥の会 渡り鳥が安心して生息できる環境を守り、人と野生動物がふれあえる自然

観察学習の場を整備する。・備品購入、野鳥ガイドの作成 10万円

43 文化振興活動事業 「せせらぎ」を愛す
る会

自然体験交流センター「せせらぎ」で切り絵教室や講演会など文化振興活
動事業を行い、憩いと交流の場を創出する。・講師謝礼、印刷費等 3万7,000円

44 長峰山絆の森遊歩道の樹
木札整備事業 森倶楽部２１ 多くの人が里山に親しめるよう長峰山絆の森の遊歩道に樹木札を設置する。

・備品購入、原材料費 5万円

45 我が家の味“大集合” YAM（ヤン） 我が家の味“大集合”を開催し、世代を超えて交流しながら伝統食や行事食の継
承、啓発を図る。・印刷製本費、講師謝礼等 4万円

46 Ho Ho ほーたる来い
コンサート

Ho Ho ほーたる来い
コンサート実行委員会

プロの演奏家による演奏会と水辺のホタルの観察会を行い、芸術文化の向上並
びに環境意識の高揚を図る。・出演者謝礼、チケット印刷費等 6万円

47 明科音頭みんなで踊ろう事業 明科音頭保存会 明科音頭を小中学生やお年寄りに指導し、地域への普及を図るとともに保存し
ていく。・備品、謝礼、通信費 4万1,000円

48 中国研修生との親善交流事業 明科日中平和交流会 企業に勤務している中国研修生と住民との交流会を開催し、親善交流を深める。
・原材料費、借上料、謝礼等 7万9,000円

49 子育てサポート事業“親子
で昔懐かし　あ・そ・び” たんぽぽキッズ 子育てサポーターや地区のお年寄りが協力して、公民館で就園前の児童を対象

に子育てを支援する。・水遊び用プール、紙芝居舞台等 3万6,000円
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自治組織のリーダー

区長会
紹 介
市内83区の区長がそれぞ
れの地域で選出されまし
た。本年度の市区長会を
構成する区長さんを紹介
します。（敬称略）

市区長会を構成する区長

役　員

会長代理・副会長
丸山	忠志（真々部）

副会長
小林	忠孝（潮沢）

会長
河村	佳次（豊里）

副会長
本田	富保（中堀）

副会長
鶴見	保美（上長尾）

平成 20 年度安曇野市区長会総会が 5 月 28 日、県安曇野庁舎で開かれ、
本年度の役員の承認や、事業計画などの審議が行われました。

　区は、地域を結ぶ助け合いの
組織です。環境保全、防災、景
観形成 ･･･。地域住民や行政と
の対話を重ねながら、さまざま
な活動を行っています。安曇野
市区長会は、共通課題の検討や
調整を行うため、昨年 5 月に発
足しました。
　市では、住民自治の重要な組
織として、区長会の活動を支援
しています。
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　第 5 回安曇野市小・中学生陸上競技大
会が 5 月 25 日、松本平広域公園陸上競技
場で開かれました。
　出場したのは、市内の全小中学校の選
手や陸上部員など 555 人で、参加人数は、
昨年より 50 人ほど上回りました。応援に
駆けつけた保護者やチームメイトからは
熱心な声援が送られていました。
　この日は、朝は小雨がぱらついていま
したが、その後持ち直し、11 の大会新記
録が生み出されました。

　りんごの木のオーナー開園式が 5 月 25 日、三
郷公民館で行われ、21 の農園が、オーナー約 1,300
人を受け入れました。この制度は、りんごの木
１本につき、年間 2 万円でオーナーとなるもの
で、通常の管理は園主が行いますが、秋にはも
ぎとり体験が行えるというものです。初めて申
し込んだという愛知県の女性は、園主のアドバ
イスを聞いて自分の木を選ぶと、「秋の収穫はも
ちろん楽しみですが、できれば途中の手入れに
も来てみたい」と話しました。
　りんごの種類は「サンふじ」で、収穫後の保
存がきくことから、一人で何本もの木のオーナー
になる人もいました。

　毎年恒例のバラ祭りが 5 月 31 日から 6 月 8 日
まで安曇野市豊科近代美術館で開かれました。
快晴に恵まれた 6 月 1 日には多くの人が訪れ、
色とりどりの花を写真に収めたり、香りを楽し
んだりしていました。庭園の約 500 種 800 本の
バラは、同館友の会が手入れを行っており、平
成 18 年には国土交通大臣表彰が贈られました。
　会員が丹精込めて育てたこれらのバラは、今
月末まで楽しめそうです。

5/25　市小・中学生陸上競技大会

5/25　りんごの木のオーナー開園式

5/31 ～　豊科近代美術館　バラ祭り

11 件の記録更新

秋の収穫が楽しみ

バラ色に染まる庭園
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　北アルプスの雪解け水を迎え、その恵み
を敬う「お水迎え」が 5 月 14 日、梓川・穂
高川・高瀬川が合流する犀川河川敷で行わ
れました。観光協会の黒岩千

ち ひ ろ

展筆頭副会長
は「この水が緑の大地に潤いと活力を与え
てくれる」とあいさつ。観光協会の役員な
ど約 20 人がひしゃくで川の水をすくい、丁
重に水を「お迎え」しました。この日は朝
からあいにくの雨でしたが、式が始まると
青空が広がり、関係者を喜ばせました。

　市内一斉清掃作業が 5 月 25 日、市内各地
域で行われました。この日は前日からの雨
にもかかわらず、地域や企業などの呼びか
けで大勢が参加し、身近な道路や河川、公
園などに捨てられたごみを拾いました。ご
みは、空き缶・ペットボトルなどが多く、
中には家電やタイヤなどの粗大ゴミもあり
ました。堀金の上堀区・環境部長の米倉満

みつくに

邦
さんは、「本来資源になるごみも、落ちてい
たら可燃ごみと不燃ごみで処理するしかな
い。弁当の空き容器のポイ捨ても一向に減
らない」と切実に話していました。

　梅雨空から、真夏を思わせる太陽が
照りつけた 6 月 8 日、市の消防団ポン
プ操法大会が市内の王子チヨダコンテ
ナー（株）敷地で実施されました。
　この日はポンプ車操法の部に８チー
ム、小型ポンプ操法の部に９チームが
参加し、仕事の傍ら練習に励んできた
選手の皆さんが、操作の迅速さ・正確
さを競い合いました。
　ポンプ車操法の部は、第 11 分団第 2
部（穂高）が優勝し、第 13 分団第 3 部

（堀金）が準優勝、小型ポンプ操法の部
は第 9 分団第 1 部（穂高）が優勝、第
8 分団（明科）が準優勝となり、それ
ぞれ 6 月 29 日に麻績村で開催される、
松本消防協会ポンプ操法・ラッパ吹奏
大会へ出場します。
　小型ポンプ操法の部優勝の第 9 分団
第 1 部指揮者の浅川哲

のりひろ

弘さんは、「ここ
まで体をだいぶ酷使して練習して来て
いるので、少し疲れをとって、もう一
度基本から練習を始め、次の大会へ望
みたい」と決意を話しました。

5/14　お水迎え

5/25　市内一斉清掃

6/8　市消防団ポンプ操法大会

雨止み　青空広がる

止まらない　ポイ捨て

穂高が両部門で優勝
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平
成
21
年
の
成
人
式
は
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時 

平
成
21
年
1
月
11
日
（
日
）

午
後
2
時
～
（
予
定
）

■
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

■
対
象　

昭
和
63
年
4
月
2
日
～
平

成
元
年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
市
内
中
学
校
を
卒
業
し

て
い
る
者
、
も
し
く
は
他
市
町
村

の
中
学
校
等
を
卒
業
後
転
入
し
、

平
成
20
年
10
月
１
日
現
在
、
安
曇

野
市
に
住
所
を
有
す
る
者
。
対
象

者
に
は
11
月
上
旬
に
案
内
状
を
発

送
し
ま
す
。

■
実
行
委
員
の
募
集　

成
人
式
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
自
ら
の
手

で
企
画
・
運
営
し
、
思
い
出
に
残

る
式
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は

左
記
ま
で
。

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
（
62・４
５
６
５ 
62・３
５
２
５
）

lifelong
learning news
No.32

生涯学習だより

　

北
信
五
岳
の
山
麓
に
広
が
る
斑
尾

高
原
・
黒
姫
高
原
と
野
尻
湖
周
辺
の

自
然
や
風
土
を
観
察
し
ま
す
。
黒
姫

童
話
館
も
見
学
す
る
予
定
で
す
。

■
日
時　

7
月
16
日
（
水
）

午
前
8
時
～
午
後
5
時
半
こ
ろ

■
集
合　

三
郷
公
民
館

■
講
師　

柴
野 

武
夫
さ
ん

　
　
　

木
船 

清
さ
ん

■
定
員　

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

1
人
１
、５
０
０
円
程

度（
入
館
料
な
ど
は
当
日
集
め
ま
す
）

■
申
し
込
み　

6
月
27
日
（
金
）
ま

で
に
左
記
ま
で
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
三
郷
公
民
館

　
（
77・２
１
０
９ 

76・３
０
７
７
）

企
画
展

漆
芸
家
・
髙
橋
節
郎
の
あ
ゆ
み

　

現
代
的
で
芸
術
性
豊
か
な
独
自
の

漆
芸
術
の
世
界
を
創
出
し
続
け
た
髙

橋
節
郎
。
生
涯
を
漆
芸
の
道
に
さ
さ

げ
、
昨
年
４
月
19
日
に
92
年
の
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。
氏
の
没
後
一
年
に

あ
た
り
、
そ
の
歩
み
を
振
り
返
る
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

表
現
手
法
や
作
風
の
変
遷
を
追

い
、
漆
芸
術
の
現
代
化
と
地
位
確
立

の
た
め
の
活
動
や
芸
術
界
で
の
活
躍

な
ど
、
人
生
の
節
目
を
彩
る
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
他
の
美
術
館
な
ど
か

ら
の
借
用
作
品
も
多
数
紹
介
し
ま
す
。

■
会
期　

7
月
19
日（
土
）～
8
月
24

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
休
館　

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日

■
観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
（
団
体

割
引
５
０
０
円
）、
高
校
・
大
学

生
４
０
０
円
（
団
体
割
引
３
０
０

円
）、
中
学
生
以
下
・
70
歳
以
上

無
料

※
展
示
替
の
た
め
7
月
18
日
（
金
）

は
臨
時
休
館

参
加
者
募
集

漆
パ
ネ
ル
制
作
講
座

（
親
子
対
象
）

　

黒
漆
塗
り
の
板
に
、
金
粉
・
金
箔
・

貝
の
薄
板
を
使
っ
て
文
様
を
装
飾
し
、

漆
の
平
面
作
品
を
作
り
ま
す
。
珍
し

い
工
芸
作
品
の
制
作
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。

■
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

■
定
員　

10
組
20
人
（
先
着
順
）

■
日
時　

8
月
9
日（
土
）、10
日（
日
）

※
2
日
に
渡
る
工
程　

午
前
9
時
半
～
午
後
４
時
半

■
指
導　

東
京
芸
術
大
学
漆
芸
科

■
材
料
費　

1
組
に
つ
き

４
、５
０
０
円

■
申
し
込
み　

6
月
24
日
（
火
）
か

ら
8
月
7
日
（
木
）
の
開
館
日
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

　
（
81・３
０
３
０ 

82・０
５
５
１
）
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日
程
の
お
知
ら
せ
と
実
行
委
員
の
募
集

平
成
21
年
成
人
式

三
郷
公
民
館

夏
の
自
然
観
察
会 

そ
の
２

龍門渕公園運動広場の照明灯が完成
　龍門渕公園運動広場の照明灯改築工事が 4 月末に終了し、5 月か
らソフトボールナイターリーグ戦などの利用が始まりました。完成
した照明灯は、高さ 22㍍の鉄筋コンクリート柱７基で、明るさは
以前に比べて約 5 倍となっています。また、グラウンド西側のフェ
ンスについても、高さ 6㍍の高尺フェンスを 100㍍設置する整備を
行いました。この完成によって、地域の皆さんにより安全にグラウ
ンドを利用していただくことが可能になりました。総事業費は、約
6,330 万円です。

記念の日をともに

安
曇
野

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

日日草紋衣裳箱　豊田市美術館寄託作品

鎗金「献華」　式年遷宮記念神宮美術館所蔵

穂高交流学習センター建設工事に着手
　穂高交流学習センターの建設工事が始まりました。４月 16 日、
21 日には工事の進め方や安全対策などについて工事施工者と担当課
職員による説明会を開催しました。６月現在、建設地には仮囲いと
現場事務所が設置され、建物の基礎工事を進めています。今後は鉄
骨・外装・内装・外構工事を行い、平成 21 年６月末の完成、9 月
ころのオープンを目指します。工事の進ちょく状況や交流学習セン
ターに関するお知らせは、市のホームページや広報紙に掲載する予
定です。



企
画
展

第
一
美
術
展
全
国
巡
回
長
野
展

第
一
美
術
協
会
は
１
９
０
７
年
に

そ
の
母
団
体
が
発
足
し
た
歴
史
あ
る

全
国
組
織
の
美
術
団
体
で
す
。
現
在

は
、
会
員
５
０
０
余
人
と
い
う
美
術

団
体
に
成
長
し
、
毎
年
優
れ
た
美
術

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
主
な
発
表
の
場
を
国

立
新
美
術
館
に
移
し
て
お
り
、
そ
の

中
か
ら
本
年
度
の
優
秀
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

■
会
期　

6
月
24
日（
火
）～
7
月
12

日（
土
）午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

■
休
館　

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日

■
入
館
料　

大
人
５
０
０（
４
０
０
）

円
・
大
高
生
３
０
０（
２
０
０
）円
・

小
中
生
１
５
０
（
１
０
０
）
円

　
（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

ス
ケ
ッ
チ
講
座

安
曇
野
を
描
く

発
想
か
ら
絵
に
な
る
場
所
の
選
定
・

構
図
の
基
本
、
制
作
ま
で
を
楽
し
く

学
び
ま
す
。
初
夏
の
安
曇
野
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

6
月
28
日
（
土
）
午
後
1

　

時
～
、
29
日
（
日
）
午
前
9
時
～

ど
ち
ら
か
１
日
だ
け
で
も
可
。

■
料
金　

無
料

■
集
合　

豊
科
近
代
美
術
館

■
対
象　

初
心
者
か
ら

■
そ
の
他　

画
材
、
昼
食
は
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
豊
科
近
代
美
術
館

　
（
73・５
６
３
８ 

73・６
３
２
０
）

６
月
の
展
示

６
月
の
展
示

■
企
画
展
示
室　

ポ
テ
ト
プ
リ
ン
ト
展（
岩
㟢 

景
子
さ
ん
）

※
27
日
（
金
）
ま
で
。 

観
覧
無
料

受
講
者
募
集

信
州
の
義
民
を
訪
ね
て 

１

夕
立
と
騒
動
は
青
木
村
か
ら
～
上
田
宝
暦
騒
動
～

江
戸
時
代
、
特
に
百
姓
一
揆
が
多

く
起
こ
っ
た
場
所
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
青
木
村
を
訪
れ
ま
す
。
今
な

お
語
り
継
が
れ
て
い
る
「
義
民
の
伝

統
」
と
文
化
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

7
月
13
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
半

■
見
学
先　

青
木
村
宝
暦
騒
動
関
連

史
跡
、
国
宝
大
法
寺
三
重
塔
、
上

田
城
（
市
立
博
物
館
）　

■
参
加
費　

５
０
０
円（
観
覧
料
含
む
）

■
募
集
人
数　

18
人
（
先
着
順
）　

■
申
し
込
み　

6
月
24
日
（
火
）
か
ら

受
付
開
始
。
電
話
（
77
・
７
５
５

０
）な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
者
募
集

古
文
書
歴
史
講
座

「
お
触
書
を
通
し
て
み
た
江
戸
時

代
の
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
古
文
書

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。受
講
料
・

申
し
込
み
は
不
要
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

6
月
12
日
（
木
）、
26
日

（
木
）、
7
月
10
日
（
木
）、
24
日

（
木
）、
午
後
1
時
半
～
3
時
半

■
講
師　
歴
史
研
究
家　

中
川 

治
雄
さ
ん

問
貞
享
義
民
記
念
館

　
（
77・７
５
５
０ 

77・７
５
５
１
）

豊科プール臨時職員募集

　豊科プールの看護師・事務員・監視員を募集します。体力に自信が
あり、長期間勤務できる人の応募をお待ちしています。
■募集人員　看護師１名、事務員１名、プール内監視員若干名（市内

　　　　　在住の高校生以上、大学生は市内出身者）
■勤務期間　７月 12 日（土）～８月 31 日（日）

　　　　　午前９時半～午後５時半
■待遇　看護師＝日額８, ０００円、事務員・監視員〈一般〉＝日額６，

　　　４００円、監視員〈高校生〉＝日額５, ８００円
■応募方法　市販の履歴書に勤務できる期間等を記入し、下記まで応

　　　　　募してください。
■締め切り　６月 23 日（月）
問　豊科勤労者総合スポーツ施設（ ･ 73・3011）
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貞
享
義
民
記
念
館

豊
科
近
代
美
術
館

第一美術展・昨年の入賞作品

企
画
展

聳そ
び

え
る
山
、
移
り
ゆ
く
山

～
田
淵
行
男
の
カ
ラ
ー
山
岳
写
真
～

　

写
真
技
術
の
変
化
を
乗
り
越
え
な

が
ら
、
写
真
へ
の
哲
学
を
貫
き
、
多

く
の
傑
作
写
真
を
撮
影
し
た
田
淵
行

男
。
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
効
果
を
多
用

し
た
作
品
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
、
カ
ラ

ー
の
作
品
は
少
な
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
。
し
か
し
、
昆
虫
の
生
態
研
究

か
ら
写
真
の
世
界
に
入
っ
た
彼
に
は
、

カ
ラ
ー
化
は
待
望
の
技
術
で
も
あ
り

ま
し
た
。
田
淵
の
カ
ラ
ー
写
真
か
ら

は
、
機
材
の
変
化
に
惑
わ
さ
れ
な
い

彼
の
ス
タ
イ
ル
が
感
じ
取
れ
ま
す
。

■
会
期　

7
月
1
日
（
火
）

～
10
月
19
日
（
日
）

■
休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日

■
観
覧
料　

大
人
３
０
０（
２
０
０
）

円
、
小
中
生
２
０
０
（
１
０
０
）
円

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

問
田
淵
行
男
記
念
館

　
（
・
72
・
９
９
６
４
）

ム
ー
ミ
ン
谷
へ
引
っ
越
し
て
間
も

な
い
ム
ー
ミ
ン
一
家
。
ス
ナ
フ
キ
ン

と
の
出
会
い
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

7
月
5
日
（
土
）

午
前
10
時
半
～
11
時
半

■
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
）

問
豊
科
図
書
館

　
（
72・２
１
５
８ 

73・６
４
０
１
）
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お
す
す
め
の
一
冊

ぼ
く
は
め
い
た
ん
て
い

（
全
６
巻
）

Ｍ
・
Ｗ
・
シ
ャ
ー
マ
ッ
ト 

作

　 

Ｍ
・
シ
マ
ン
ト 

絵

　
　
光
吉 

夏
弥 

訳

紹介する人

内山 愛
あい

理
り

 さん (三郷明盛)

図書館 ドキドキ・ワクワクお話の世界

７月の おはなし
豊科　ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室 (Tel.72・2158）

穂高　おはなしとしょかん
穂高会館和室 (Tel.84・0111）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 (Tel.77・2109）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (Tel.72・5796）

明科　ひまわりおはなしの会
ひまわり和室 (Tel.62・1122）

１８日（金） 11：00～（幼児対象）
 16：30～（５歳以上対象）

１９日（土） 10：30～（幼児対象）
 11：20～（５歳以上対象。大人も楽しめます）

１２日（土） 10：00～（幼児～）

  ９日（水） 10：30～（乳幼児対象）
１８日（金） 16：15～（小学生・園児対象）

２６日（土） 11：00～（幼児対象）
 11：30～（５歳以上対象）

田
淵
行
男
記
念
館

豊
科
図
書
館　

ア
ニ
メ
映
画
上
映
会

ム
ー
ミ
ン
谷
の
彗
星

　主人公の名探偵ネートは９歳の男の子。「ネートの周り

にはちょっと変わった友だちのロザモンドやクロードがい

て、毎回それぞれが飼っている動物が絡み合い、巻き起こ

る事件を名探偵ネートが解決するストーリーが面白い」と

話す愛理さん。ネートの愛犬スラッジが事件解決のカギを

与えてくれます。大変読みやすく続けて読みたくなる、愛

理さんおすすめの一冊です。

「初冬の山　八方尾根」
田淵行男（1964 年 10 月撮影）



　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
有
効

期
間
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
の
取

り
換
え
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

作
業
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
作

業
員
（
市
の
腕
章
を
着
用
）
が
無
料

で
行
い
ま
す
。
敷
地
内
に
入
り
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
願
い　

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
車
両
な
ど
が
あ
り
ま
す
と
作
業

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
取
換
対
象　

平
成
12
年
度
に
取
り

付
け
た
水
道
メ
ー
タ

■
作
業
期
間　

7
月
～
11
月
末

･

7
月
明
科
地
域
・
8
月
三
郷
地
域

･

9
月
豊
科
地
域
・
10
月
穂
高
地
域

･

11
月
堀
金
地
域

問
豊
科
総
合
支
所
内
上
下
水
道
部　

　

業
務
課
料
金
担
当

　
（
72・３
１
１
１ 

72・３
１
７
６
）

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
と
受
験
講
習
会
お
よ
び
更
新

講
習
会
が
県
内
統
一
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

▽
試
験
日
時　

10
月
11
日
（
土
）

▽
試
験
会
場　

松
本
商
工
会
館

▽
申
し
込
み　

7
月
28
日
（
月
）

　

～
8
月
8
日（
金
）（
土
日
を
除
く
）

▽
受
験
料　
　

５
、０
０
０
円

■
受
験
講
習
会

▽
講
習
日
時　

9
月
18
日
（
木
）

▽
講
習
会
場 

　

松
本
市
音
楽
文
化
ホ
ー
ル

▽
申
し
込
み　

責
任
技
術
者
試
験
申

　

し
込
み
と
同
時
（
希
望
者
）

▽
講
習
費
用　

５
、０
０
０
円

■
更
新
講
習
会

▽
講
習
日
時　

9
月
25
日
（
木
）

▽
講
習
会
場

　

長
野
県
松
本
文
化
会
館

▽
申
し
込
み　

6
月
30
日
（
月
）

　

～
7
月
11
日（
金
）（
土
日
を
除
く
）

▽
講
習
費
用　

５
、０
０
０
円

問
豊
科
総
合
支
所
内
上
下
水
道
部

　

下
水
道
課
維
持
管
理
係

　
（
72・３
１
１
１ 

72・２
５
１
０
）

　

最
近
、
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
高
額
販
売
す
る
悪
質
な
訪
問

販
売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
消
防

署
の
委
託
を
受
け
て
来
ま
し
た
」
な

ど
と
言
葉
巧
み
に
語
り
、
高
額
な
料

金
を
請
求
し
て
い
ま
す
。
悪
質
業
者

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
豊
科
消
防
署（
72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（
82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（
78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（
62･
２
９
９
２
）
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市
で
は
、
昨
年
度
「
安
曇
野
市
環

境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
進
め
て
い
く

た
め
、「
安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画

推
進
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

そ
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
次

の
要
件
を
満
た
す
者

（
１
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
で
な
い
こ
と

（
２
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員
で
な
い
こ
と

（
３
）市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ

る
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

（
４
）月
1
回
程
度
、
平
日
に
開
催
す

る
会
議
に
出
席
可
能
で
あ
る
こ
と

■
募
集
人
員　

３
人
以
内

■
任
期　

7
月
中
旬

　

～
平
成
22
年
3
月
31
日

■
申
し
込
み　

応
募
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

　
「
環
境
基
本
計
画
推
進
の
た
め

私
に
で
き
る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
、

８
０
０
字
程
度
の
小
論
文
に
ま
と

め
、
①
住
所
・
②
氏
名
・
③
年
齢
・

④
性
別
・
⑤
連
絡
先
・
⑥
環
境
に

つ
い
て
興
味
の
あ
る
分
野
を
記
載

の
う
え
、
郵
送
、
持
参
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
様
式
任
意
）

■
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
応
募
書
類
に
よ
り
選
考
し
ま

す
。
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

■
報
酬　

市
の
規
準
に
よ
る
。
交
通

費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
限　

6
月
30
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
期
間
最
終
日
の

消
印
有
効
。
電
子
メ
ー
ル
は
、
受

信
日
が
最
終
日
ま
で
の
も
の
。

問
穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部

　

環
境
課

　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

　

kankyou@
city.azum

ino.na

　

gano.jp

　

市
が
管
理
す
る
水
道
事
業
の
健
全

な
運
営
を
行
う
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
、
安
曇
野
市
水
道
事
業
運
営
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
市

が
運
営
す
る
上
水
道
の
使
用
者
で

あ
り
、
次
の
要
件
を
満
た
す
者

（
１
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
で
な
い
こ
と

（
２
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員
で
な
い
こ
と

（
３
）市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ

る
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

※
た
だ
し
、
現
在
の
審
議
会
委
員
が

再
度
応
募
す
る
こ
と
は
可
能

■
募
集
人
員　

各
事
業
（
旧
町
村
）

よ
り
使
用
者
の
代
表
と
し
て
１
人

の
合
計
５
人

■
任
期　

委
嘱
の
日（
10
月
を
予
定
）

か
ら
２
年
間

■
報
酬　

市
の
規
準
に
よ
る
。
交
通

費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み　

各
総
合
支
所
産
業
建

設
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
小

論
文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添
え

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
小
論
文
の
テ
ー

マ
は
「
安
曇
野
市
の
上
水
道
事
業

に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

■
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
応
募
書
類
に
よ
り
選
考
し
ま

す
。
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

■
応
募
期
限　

7
月
31
日
（
木
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

問
豊
科
総
合
支
所
内
上
下
水
道
部

　

業
務
課　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

　

安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

　
（
72・３
１
１
１ 

72・３
１
７
６
）

　

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所 

駐
日
代
表
の
滝
澤
三
郎
さ
ん
を
迎

え
、
国
際
貢
献
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
28
日
（
土
）

　

午
後
4
時
～
5
時
30
分

■
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

問
研
成
ホ
ー
ル
（
・
82・０
７
６
９
）
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お

ら

せ

知

募

集

催

し

Information

水
道
メ
ー
タ

取
り
換
え
作
業
を
行
い
ま
す

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
な
ど
の
実
施

消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器

悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意

環
境
基
本
計
画
推
進
会
議

公
募
委
員
の
募
集

安
曇
野
市
水
道
事
業
運
営
審
議
会

委
員
の
募
集

研
成
ホ
ー
ル
講
演
会

～
信
州
発
の
国
際
貢
献
～

寄附・寄贈（平成 20 年 3 月 21 日～ 5 月 10 日）【敬称略】
▼松本地方事務所長 南安曇郡役所金庫（地方自治発展を示す資料であり、市で保存活
用するため）▼赤羽 百代 天蚕に関する額入り写真４枚、写真帳 1 冊、スライドポジ
フイルム２箱、ネガフイルム２箱、資料１冊（天蚕の伝統技術の承継、特産・観光振
興に役立てるため）▼小口 吉宏 いちい（樹高約４ｍ）１本（三郷児童館会館に伴い、
児童の健全育成のため）▼高山 晃 絵画 100 号「家族」、50 号「母と子（パイパイ）」
２点（三郷児童館会館に伴い、児童の健全育成のため）▼長瀬 博 童話「とん ･ ちん ･
かん、トン ･ テン ･ カン」20 冊（児童、生徒の教育充実のため）▼㈱マイカル豊科サ
テイ 図書カード 5,000 円券 10 枚、2,000 円券 2 枚、室内外兼用三角鉄棒１基、少年用
グラブ９個、鉛筆削り５個（豊科地域の小学校の教育充実のため）▼日本禁煙友愛会
堀金支部長 深沢 正人 ハンカチ 265 枚、鉛筆 680 組、シャープペン 330 本（堀金地域
の保育園、小・中学校へ未成年者の喫煙防止啓発活動のため）▼日本禁煙友愛会豊科
支部長 清水 文男 ハンカチ 850 枚、鉛筆セット 1,600 セット、ノート 820 冊（豊科地
域の保育園、小・中学校へ未成年者の喫煙防止啓発活動のため）



　

耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の

固
定
資
産
税
を
、
一
定
期
間
２
分
の

１
に
減
額
し
ま
す
。

■
軽
減
さ
れ
る
要
件

・
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
耐

震
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

・
工
事
費
用
が
30
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と

※
減
額
対
象
の
床
面
積
は
１
戸
当
た

り
１
２
０
㎡
ま
で

■
改
修
時
期
と
軽
減
期
間

■
提
出
書
類

・
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工

事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
地
方

公
共
団
体
・
建
築
士
・
指
定
住
宅

性
能
評
価
機
関
ま
た
は
指
定
確
認

検
査
機
関
が
証
明
し
た
も
の
）

・
工
事
図
面
な
ど
、
工
事
の
内
容
が

わ
か
る
書
類
の
写
し

・
領
収
書
な
ど
、
耐
震
改
修
工
事
に

要
し
た
費
用
を
示
す
書
類
の
写
し

　

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅

に
つ
い
て
、
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

の
３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

■
軽
減
さ
れ
る
要
件

・
次
の
い
ず
れ
か
の
改
修
工
事

▽
廊
下
の
拡
幅
▽
階
段
の
傾
き
緩

和
▽
浴
室
・
ト
イ
レ
の
改
良
▽
手

す
り
の
設
置
▽
屋
内
の
段
差
解
消

▽
引
き
戸
な
ど
扉
の
取
り
換
え
▽

床
材
の
滑
り
止
め
処
置

・
自
己
負
担
額
30
万
円
以
上
の
工
事

・
次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住

▽
65
歳
以
上
の
人
▽
要
介
護
認
定
ま

た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

人
▽
障
害
の
あ
る
人

※
減
額
対
象
の
床
面
積
は
１
戸
当
た

り
１
０
０
㎡
ま
で

■
提
出
書
類

・
工
事
図
面
な
ど
、
工
事
の
内
容
が

わ
か
る
書
類
の
写
し

・
領
収
書
な
ど
、
工
事
に
要
し
た
費

用
を
示
す
書
類
の
写
し

・
住
宅
改
良
の
た
め
に
交
付
さ
れ
た

補
助
金
額
や
介
護
保
険
の
給
付
額

が
わ
か
る
書
類

・
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
写
し
な
ど

　

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
22

年
3
月
31
日
ま
で
に
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
行
っ
た
住
宅
つ
い
て
、
翌
年
度

の
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

し
ま
す
。

■
軽
減
さ
れ
る
要
件

・
平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅

・
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
窓
の
２
重

サ
ッ
シ
化
な
ど
）
に
あ
わ
せ
て
次

の
い
ず
れ
か
の
工
事
を
行
っ
て
い

る
こ
と

▽
床
の
断
熱
改
修
工
事
▽
天
井
の

断
熱
改
修
工
事
▽
壁
の
断
熱
改
修

工
事

・
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る

工
事
で
あ
る
こ
と

・
工
事
費
用
が
30
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と

※
減
額
対
象
と
な
る
床
面
積
は
１
戸

当
た
り
１
２
０
㎡
ま
で

■
提
出
書
類

・
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書

（
建
築
士
・
指
定
住
宅
性
能
評
価

機
関
・
指
定
確
認
検
査
機
関
な
ど

が
証
明
し
た
も
の
）

・
領
収
書
な
ど
、
工
事
に
要
し
た
費

用
を
示
す
書
類
の
写
し
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■
日
時　

7
月
11
日
（
金
）
～
13
日

　
（
日
）
ま
で
の
3
日
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

１
日
8
時
間　

合
計
24
時
間

※
普
及
員
認
定
に
は
3
日
間
す
べ
て

　

の
受
講
が
必
要
で
す

■
場
所　

豊
科
消
防
署
２
階
研
修
室

■
募
集
定
員　

30
人

■
講
習
内
容　

普
通
救
命
講
習
な
ど

　

の
指
導
者
養
成
講
習
コ
ー
ス

※
所
属
す
る
事
業
所
な
ど
の
従
業
員

　

等
に
普
通
救
命
講
習
の
指
導
が
で

　

き
ま
す
。（
認
定
証
交
付
）

■
受
講
費
用　

３
、３
６
０
円
（
テ

　

キ
ス
ト
代
）

■
申
し
込
み　

申
込
用
紙
は
、
松
本

　

広
域
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.m

-kouiki119.jp/

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
最
寄

　

り
の
消
防
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

問
松
本
広
域
消
防
局
警
防
課

　
（
25･

１
６
９
９
）
ま
た
は

　

豊
科
消
防
署
（
72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署
（
82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署
（
78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署
（
62･

２
９
９
２
）

　

旧
町
村
ご
と
に
整
備
さ
れ
て
い
た

道
路
台
帳
の
統
合
に
よ
り
、
市
道
の

路
線
名
称
（
番
号
）
が
７
月
１
日
よ

り
変
更
と
な
り
ま
す
。
新
路
線
名
は

統
一
ル
ー
ル
に
よ
り
、
既
存
の
番
号

を
一
部
含
む
よ
う
変
更
し
、
地
名
を

冠
し
た
路
線
名
は
、
統
一
性
を
考
慮

し
番
号
に
よ
る
路
線
名
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
各
種
申
請
の
際
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。「
道
路
台
帳
統
合
に

伴
う
認
定
路
線
番
号
・
名
称
統
合
一

覧
表
」「
認
定
路
線
番
号
新
旧
対
照

表
」
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。「
新
道
路
台
帳
図
」

は
、
都
市
建
設
部
監
理
課
管
理
係
ま

た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
地
域

整
備
係
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部

　

監
理
課
管
理
係

　
（
72･

３
１
１
１ 

72・８
３
４
０
）
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耐震改修などの工事を行った
住宅の固定資産税が軽減されます

平成 19 年に所得が減って
所得税が課税されなくなった人へ

■
申
告
期
間　

7
月
1
日
（
火
）

　

～
31
日
（
木
）

■
提
出
先　

平
成
19
年
１
月
１
日
に

居
住
し
て
い
た
市
区
町
村
へ
「
減

額
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
安
曇
野
市
で
は
該
当
と
思
わ

れ
る
人
に
対
し
て
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
各
総
合
支
所
税
務

会
計
係
窓
口
に
提
出
す
る
か
、
豊

科
総
合
支
所
内
市
民
税
課
ま
で
郵

送
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
各
総
合
支
所
税
務
会
計

係
窓
口
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
サ
イ
ト
内
検
索
「
所
得
変
動
」）

で
も
取
得
で
き
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
総
務
部

　

市
民
税
課

　
（
72・３
１
１
１ 

72・８
３
４
０
）

松
本
広
域
消
防
局

応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習
会

７
月
１
日
か
ら

市
道
の
路
線
名
称
が
変
更

①
耐
震
改
修
工
事

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

★
こ
の
手
続
き
を
騙か

た

っ
た
振
り
込
め

　

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

固定資産税のお知らせ市 ･ 県民税のお知らせ

③
省
エ
ネ
改
修
工
事

改修の完了時期 減額期間

改修した年の翌年から３年間

改修した年の翌年から２年間

改修した年の翌年から１年間

平成 18 年 1 月 1 日
～ 21 年 12 月 31 日

平成 22 年 1 月 1 日
～ 24 年 12 月 31 日

平成 25 年 1 月 1 日
～ 27 年 12 月 31 日

　耐震改修・バリアフリー改修・省エネ改修の工事を行った住宅のうち、
一定の要件にあてはまる住宅の固定資産税が軽減されます。お申し込み
は、総務部資産税課窓口に備え付けの申告書に必要事項を記入のうえ、
関係書類を添付して、工事完了後３カ月以内に申請してください。
問豊科総合支所内総務部資産税課家屋係

（ ７２・３１１１ ７２・８３４０）

　税源移譲により増加となった平成 19 年度の市 ･ 県民税は、平成 19 年
分の所得税が減額となることで調整されます。しかし、平成 19 年中の収
入が、退職 ･ 休職 ･ 休業 ･ 廃業などで減少したことにより所得税が課税
されない場合、市 ･ 県民税だけ増額となってしまいます。
　この場合、平成 19 年 1 月 1 日現在お住まいだった市区町村へ申告す
ることで、平成 19 年度の市 ･ 県民税を税源移譲前の税率で計算し、減額
する経過措置があります。なお、すでに納付済みの場合は還付になります。

平成18年（度）

平成19年（度）
所得変動なし

平成19年（度）
所得変動あり

申告により
減額（還付）

所得税市・県民税

18年中の収入に
対する部分

税源移譲
により増額

市・県民税 所得税

19年中の収入に
対する部分

所得税
非課税市・県民税



報
告

全
般
へ
の
要
望
寄
せ
ら
れ
る

　

安
曇
野
モ
デ
ル
（
住
宅
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
広
報
4
月
号
な
ど
で

「
安
曇
野
の
風
土
に
合
っ
た
エ
コ
住

宅
」
全
般
へ
の
要
望
を
市
民
の
皆
さ

ん
へ
お
聞
き
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

皆
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
建
築
物
の
内
装
や
機
能
は
近
代
的

で
も
、
外
観
は
安
曇
野
の
イ
メ
ー

ジ
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
す

べ
て
の
人
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
が

望
ま
し
い
。

○
周
辺
の
環
境
（
自
然
環
境
や
生
活

環
境
）
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
と

緑
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

○
高
齢
者
に
優
し
い
住
宅
づ
く
り
を

お
願
い
し
た
い
。

　

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
、
今
後
の

設
計
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

意
見
募
集

福
祉
、子
育
て
、教
育
に
か
か
わ
る
設
計

　　

今
回
の
募
集
テ
ー
マ
は
、「
福
祉
・

子
育
て
・
教
育
に
か
か
わ
る
設
計
」

に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
か

か
わ
る
住
宅
や
設
備
は
ど
ん
な
も
の

が
ふ
さ
わ
し
い
で
す
か
？
皆
さ
ん
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

6
月
19
日
（
木
）

～
7
月
3
日
（
木
）

■
応
募
方
法　

Ｅ
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

下
記
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

設
計
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
分
譲
地
が
決
定
！

　

設
計
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
鮮
明
に
描

く
た
め
、場
所
を
具
体
的
に
設
定
し
、

設
計
の
モ
デ
ル
に
し
ま
す
。
モ
デ
ル

と
す
る
の
は
、
安
曇
野
市
土
地
開
発

公
社
所
有
の
次
の
２
区
画
で
、
今

後
、
こ
の
場
所
に
建
て
る
こ
と
を
仮

定
し
、具
体
的
な
設
計
を
進
め
ま
す
。

（
実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
設
計
す

る
建
物
を
建
て
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

①
明
科
地
域

　

野
花
見
分
譲
地
（
区
画
番
号
５
）

②
豊
科
地
域

　

下
鳥
羽
分
譲
地
（
区
画
番
号
４
）

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
暮

ら
し
の
便
利
帳
→
住
宅
・
土
地
→
分

譲
地
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

報
告

全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

　

第
８
回
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
in

信
州
・
大
町
が
5
月
17
・
18
日
の
両

日
、
大
町
市
ア
プ
ロ
ー
ド
を
メ
ー
ン

会
場
に
開
か
れ
、
安
曇
野
市
菜
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
、「
食
油
文
化
の
再

生
～
地
球
温
暖
化
防
止
と
循
環
型
社

会
を
め
ざ
し
て
～
」を
テ
ー
マ
と
し
、

全
国
か
ら
５
０
０
人
以
上
が
参
加
。

　

初
日
の
全
体
会
で
は
「
食
油
文
化

を
広
げ
よ
う
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ま
た
全
国
の
活
動
報
告
が
行

わ
れ
、
安
曇
野
市
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、

多
く
の
関
係
者
と
交
流
し
、
菜
の
花

に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

問
三
郷
総
合
誌
所
内
安
曇
野
ブ
ラ
ン

　

ド
デ
ザ
イ
ン
会
議
事
務
局

　
（
77・３
１
１
１ 

77・６
０
６
０
）

azum
ino-brand@

city.azum
i

no.nagano.jp
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安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第３回

環
境
・
景
観
部
会

安
曇
野
モ
デ
ル〈
住
宅
〉プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産
業
部
会

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全国菜の花サミット・分科会 全国菜の花サミット・全体会 モデル分譲地・野花見分譲

　

料
理
は
、
手
順
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
認
知
症
の
予
防
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
台
所
に

立
つ
男
性
を
対
象
に
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
献
立
や
料
理
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
（
全
２
回
）　

第
１
回　

7
月
18
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
2
時　

・
味
噌
汁
、
ご
は
ん
の
炊
き
方

第
２
回　

7
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
2
時

・
昼
食
１
食
分
の
献
立

■
場
所　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
男

性
（
初
心
者
）

■
参
加
料　

無
料

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル　

筆
記
用
具
・
眼
鏡
（
必
要
な
人
）

■
定
員　

12
人

■
申
し
込
み　

6
月
26
日
（
木
）
か

ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
（
81･

０
７
３
１ 

81・０
７
０
３
）

　

市
で
は
、
昨
年
度
「
安
曇
野
市
男

女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
さ
ら
に
計
画
の
趣
旨

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
安

曇
野
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
計
画
で
は
、

誰
も
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

認
め
合
い
な
が
ら
責
任
を
分
か
ち
合

い
、
男
女
が
対
等
な
立
場
で
参
画
の

機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

7
月
5
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

■
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
内
容　

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

午
後
1
時

　

太
鼓
と
民
話
（
も
み
じ
鬼
神
）

・
第
１
部　

午
後
1
時
30
分

　
安
曇
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
報
告

・
寸
劇　

安
曇
野
家
の
あ
る
夜
の
会
話

・
第
２
部　

午
後
2
時
30
分

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

内
山 

二
郎
さ
ん

※
入
場
無
料･

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
内
総
務
部
人
権
尊
重
課

　
（
71・２
０
０
０ 

71・５
０
０
０
）
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男
性
初
心
者
向
け

「
初
め
て
の
料
理
教
室
」参
加
者
の
募
集

安
曇
野
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
な
ん
て
っ
た
っ
て
参
画
～

名称（内容） 日時・場所など 費用・定員など 問い合わせ

イ
ベ
ン
ト

あづみのネイチャーウォッチング
野草や草花、昆虫など四季折々の自然を
観察します。

6 月 28 日（土）
午前１1 時～
国営アルプスあづみの
公園テーマ展示館前に
集合

大人 400 円 
小人 80 円（幼児無料）
定員 20 人

国営アルプスあづみの
公園管理センター

（ 71･5511）

安曇野赤十字病院「健康まつり」
救急法寸劇・コンサート・公開講座・無
料検査コーナー・何でも相談・パネル展
示・炊き出し・餅つき・綿あめ・ポップ
コーンなど

6 月 29 日（日）
午前 9 時 30 分
～午後２時 30 分
安曇野赤十字病院

無料 安曇野赤十字病院
（ 72･3170 72･2314）

http://www.azumino.
　jrc.or.jp/

募　

集

職業準備訓練生の募集
身体・知的・精神等障害を持っている人
のための、対人・生活・作業訓練など、
職業的自立を支援するため訓練生を募集
します。

平日
午前 9 時～午後 4 時
長野県松本障害者雇用
支援センター

無料
（交通費・食費は実費）

長野県松本障害者雇用
支援センター（チャレ
ンジ・松本）

（ 85･1820 85･1822）

松塩筑木曽老人福祉施設組合
特別養護老人ホーム
看護・介護職員の募集
勤務場所　塩尻市・松本市・東筑摩郡・
木曽郡の組合施設

受付期間　
～ 7 月 4 日（金）（土 ･
日を除く）午前 9 時～
午後 5 時
試験日（第 1 次）
7 月 20 日（日）

看護職員　若干名
介護職員　若干名

松塩筑木曽老人福祉施
設組合事務局

（ 53･5000 53･5001）

官公庁など
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7月1日～31日

休日当番医
数字で探る

私たちの健康

6日・日　

村上医院 [穂高] 82-2103

古川医院 [穂高] 82-4385

鶴見医院 [豊科] 72-4500

かえで歯科医院 [穂高] 82-4105

13日・日　

前角整形外科医院 [穂高] 82-1478

根津内科医院 [穂高] 82-8382

中萱医院 [三郷] 77-2130

石田歯科医院 [明科] 62-2688

20日・日　

堀内医院 [穂高] 82-3324

高橋医院 [穂高] 82-2561

土屋クリニック [豊科] 71-1811

いさつ歯科医院 [豊科] 73-0648

21日・祝　

平林医院 [明科] 62-2227

柏原クリニック [穂高] 82-7222

山田医院 [豊科] 72-3207

上條歯科医院 [穂高] 82-2215

27日・日　

清沢医院 [穂高] 82-7600

神谷小児科医院 [豊科] 72-5162

木暮医院 [三郷] 77-2119

内田歯科クリニック [堀金] 71-4711

※変更になることがあります。ご利用前に委員情報案内
　（ 0120-890-423）で確認してください。

覚えておきたい

安曇野の味
地粉を使った田舎まんじゅう

昔は、自家製の小麦粉に小豆あんやナスあん
を入れてまんじゅうを作り、七夕などに食べま
した。これは子どものころの懐かしい田舎まん
じゅうの作り方です。
材料（16 個分）
皮：地粉 500㌘、酢 50㏄、砂糖 90㌘、牛乳 100㏄、
卵 1 個、重曹大さじ 0.5 杯、水適宜（約大さじ 3）
具：あんこ 240㌘（8 個分）、なす 1㌢の輪切り 16 切れ（8
個分）、Ａ：みそ大さじ３杯に砂糖を適宜入れ練っておく。
作り方
①：地粉に重曹を加えて２回程ふるいにかける。
②：ボール等に①以外の皮の材料を入れてよく混ぜる。
③：②へ①を入れて耳たぶ位の柔らかさにこねる。様

子を見て水を加える。この生地にぬれぶきんを掛け
て２時間から一晩寝かせる。

④：③の生地を 16 等分にする。丸く伸ばした生地にあ
んこを入れて丸める。ナスは２枚の輪切りの間と
外側に A を付けて入れ、
形よく丸める。

⑤：蒸し器にクッキングシー
トを敷いて、６個位を並
べ、露の落ちない様に
ふきんを掛け、12 分か
ら 15 分位蒸す。はしを
指して皮がついてこな
くなったらできあがり
です。

※冷めた皮が固くなったら
　焼いて食べてもおいしい
　です。

今月の料理人

古幡 和子さん

豊科

　

40
歳
以
上
の
市
民
が
１
日
当
た
り

に
食
べ
る
お
菓
子
の
量
は
、
全
国
平

均
の
３
～
４
倍
に
な
る
こ
と
が
、
平

成
18
年
の
基
本
健
康
診
査
栄
養
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
分
か
り
ま
し

た
。（
下
図
参
照
）

　

お
菓
子
の
食
べ
す
ぎ
は
、
食
事
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
ば
か
り
で
な

く
、
肥
満
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
大
人
が
１
日
に
必
要
と

す
る
栄
養
素
は
朝
昼
晩
の
３
回
の
食

事
で
補
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、毎
日
の
食
生
活
の
中
で
、お

菓
子
を
食
べ
る
機
会
が
少
な
く
な
い

の
も
現
実
で
す
。

お
菓
子
な
ど
を
楽
し
く
、
適
度
に

摂
取
す
る
た
め
に
、
1
日
当
た
り
の

摂
取
量
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
換
算
す
る

と
、
２
０
０
㌔
㌍
ま
で
が
１
つ
の
目

安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
く
、

適
度
に
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
２
０
０
㌔
㌍
の
目
安
】

・
ク
ッ
キ
ー
２
枚
程
度
（
45
㌘
）

・
ど
ら
焼
き
１
個
（
70
㌘
）

・
せ
ん
べ
い
２
枚
程
度
（
50
㌘
）

お
菓
子
は
ほ
ど
ほ
ど
に
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地
球
温
暖
化
な
ど
、
環
境
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
は
環
境
月
間
で
す
。
そ
の
概

要
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ　

環
境
月
間
と
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
で
す
か
。

Ａ　

国
連
で
は
日
本
の
提
案
に
よ
り
、

6
月
5
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
こ
の
日

を
「
環
境
の
日
」
と
し
、
6
月
を
環

境
月
間
と
し
て
、
温
暖
化
問
題
や
環

境
を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
全
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

Ｑ　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
ど
の
よ
う

な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
か
。

Ａ　

市
内
で
は
５
月
25
日
を
中
心
に

に
、
各
地
域
や
企
業
が
参
加
し
た
市

内
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
時
期
、
河
川
沿
い
に
繁
茂
し

て
在
来
の
植
物
を
死
滅
さ
せ
る
ア
レ

チ
ウ
リ
の
駆
除
が
各
地
で
行
わ
れ
ま

す
。ア
レ
チ
ウ
リ
は
駆
除
す
べ
き「
特

定
外
来
生
物
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

環
境
の
た
め
に
暮
ら
し
の
中
で

注
意
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
冷
房
の
温

度
設
定
は
28
度
を
目
安
と
し
、
家
庭

や
職
場
で
涼
し
い
衣
服
で
過
ご
す
こ

と
（
サ
マ
ー
エ
コ
ス
タ
イ
ル
）
や
、

不
要
な
照
明
を
こ
ま
め
に
消
す
な
ど

の
節
電
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
車
や
バ
イ
ク
の

急
発
進
、
急
加
速
を
控
え
た
り
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
も
、
省

資
源
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

環
境
月
間
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

問

０
１
２
０
・
７
９
３
・
５
３
０

ま
た
は
、
市
民
環
境
部
環
境
課　

　
（
82・３
１
３
１ 

82・６
６
２
２
）

各
総
合
支
所
生
活
環
境
係

６
月
は
環
境
月
間

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市では、企業や商業施設な
どのライトアップを控えた
り、家庭でも不要な電気を消
す「ＣＯ２削減／ライトダウ
ンキャンペーン」への参加を
皆さんに呼びかけています。
　6 月 21 日（土）と 7 月 7
日（月）の夜 8 時から 10 時
の間、このキャンペーンに参
加する全国の施設などのあ
かりが一斉に消灯します。ご
理解ご協力をお願いします。

今年は、京都議定書の約束
期間の初年度であり、洞爺湖
サミットが開催期間中の実
施となります。この機会に、
私たちも家庭で実践してみ
てはいかがでしょうか。

お知らせ

40 歳以上のお菓子の摂取量
全国平均を上回る

【実施日時】
◎ 6 月 21 日（土） （夏至）

 ◎ 7 月　7 日（月）
          （洞爺湖サミット初日）

両日の夜 8 時～ 10 時

環境ナビ

高瀬川沿いのアレチウリ駆除

Ｈ18 年度安曇野市基本健康診査栄養アンケート
Ｈ16 年度国民健康栄養調査より作成（　　　　　　　　 ）
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80.9

57.2

20.9

63.2

23.124.3
20.7

1 日当たりの菓子類摂取量

グラフ：健康づくり計画（Ｈ19年3月策定）より
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安曇野

彩
紀
行

本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL	0263-71-2000	 FAX	0263-71-5000
豊科総合支所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL	0263-72-3111	 FAX	0263-72-8340
穂高総合支所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL	0263-82-3131	 FAX	0263-82-6622
三郷総合支所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL	0263-77-3111	 FAX	0263-77-6060
堀金総合支所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL	0263-72-3106	 FAX	0263-72-4900
明科総合支所	 〒399-7103	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL	0263-62-3001	 FAX	0263-62-4747

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

今月の色

水色
Mizu-Iro

空を映す水のような

ごく薄い青色

其
の
三
十
三

水色の海
～	穂高・久保田の田園	～

水
の
惑
星
と
称
す
る
の
は

命
を
宿
す
海
が
あ
る
か
ら
。

雨
上
が
り
の
六
月
、

目
の
前
の
田
園
に
は

海
の
よ
う
な
青
が

空
を
映
し
込
み

広
が
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
命
は
ぐ
く
む

水
色
の
海
。

2008.6.1現在	（ ）内は対前月比　

人口 99,807人（　 －4）

 男 48,469人（ ＋14）

 女 51,338人（ －18）

世帯 36,475世帯（ ＋11）

編	

集	

後	

記

◆
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
取
材
に
伺

い
ま
し
た
。
ど
ん
よ
り
曇
り
空
だ
っ
た

の
が
、
途
中
か
ら
太
陽
に
照
ら
さ
れ
大

変
な
暑
さ
に
。
汗
を
滴
ら
せ
競
技
す
る

若
い
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
と
て
も
逞
し

く
、
羨
ま
し
く
見
え
ま
し
た
。
　
　
M

◆
先
日
、
取
材
で
豊
科
飯
田
地
区
を
回

り
ま
し
た
。
古
い
民
家
、
緑
深
い
屋
敷

林
、
こ
ん
な
に
豊
か
な
場
所
が
近
く
に

あ
る
と
は
。
地
域
に
は
ま
だ
私
が
知
ら

な
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

◆
環
境
や
エ
コ
を
題
材
と
し
た
番
組
や

呼
び
か
け
が
過
熱
し
て
き
た
。
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
が
迫
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思

う
。「
の
ど
も
と
過
ぎ
れ
ば
」
に
あ
る

よ
う
に
、
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
る
と
忘
れ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
お
っ
と
、
そ

の
前
に
熱
く
な
ら
な
い
と
。
　
　
　
Y

◆
あ
や
め
祭
り
や
玉
ね
ぎ
祭
り
な
ど
、

6
月
は
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
意
外
と

多
く
開
か
れ
ま
す
。
花
が
咲
き
、
緑
潤

う
こ
の
季
節
は
、
手
ば
な
し
で
讃
え
た

く
な
り
ま
す
。
次
号
は
夏
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
も
掲
載
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
T
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